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住民参加による室蘭市輪西地区のまちづくりに関する研究
~誰もが住みやすい輪西をめざして~
Wanishi Revitalization Plan through Participation in Muroran City 
~ Toward More Comfortable and Convenient Wanishi ~ 
大坂谷吉行*・吉岡宏高** 
Yoshiyuki OSAKA Y A and Hirotaka YOSHIOKA 
Wanishi Area was damaged through rationalization of iron and steel industry caused by Dollar Shock 
and two Oil Crises. Population of Wanishi decreased from 20，000 toto 6，600 during 1960 to 1995 
Aging in Wanishi has been going on ahead rather than other areas. Remained inhabitants and mer-
chants decided and started to make “Wanishi Revitalization Plan" through workshops. Plan of Copmplex 
Core Facility and Concept of Well-balanced Town were accepted among participants toward their more 
comfortable and convenient life 
Keywords : Revitalization Plan， Participation， Well-balanced Town 
活性化計画，住民参加，縮小均衡型のまちづくり
1.研究の背景と目的
室蘭市は，基幹産業である鉄鋼業(新日鉄，日本製鋼
所)の発展とともに明治以降の日本の近代化や第2次世
界大戦後の日本経済の復興や高度成長に歩調を合わせる
ように発展してきた。しかし， 1971年のドルショック，
1973年の第l次石油危機， 1979年の第2次石油危機への
対応から，基幹産業の人員合理化が相次いで進められ，
その結果，室蘭市の人口は1969年の183千人から， 1997 
年の108千人と大幅に減少した。
室蘭市の行政区域は，住民サービスセンタ の管轄区
域から， .9地区に分かれており，輪西地区はその一つで
噴火筒
二三2区丈/鎗i!l:itf!8: V 叫
一一一主要幹線道路 詰L占.ー 主=羊L・u
図 1 室蘭市輪西地区の位置図
太平博
ある。図 lに輪西地区の位置を示す。輪西地区は「鉄
のまち・室蘭』を象徴する新日鉄の門前町であったこと
から，室蘭市内でも最も人口減少が激しかった。即ち，
輪西地区の人口は，ピーク時の1960年に20，000人であっ
たが， 1995年には 6，600人に減少してしまった。最盛期
に比べると67%の減少率である。図-2から新日鉄室蘭
製作所の従業員数と輪西地区の人口が連動して減少して
いることがわかる。しかも輪西地区の1997年の高齢化率
(全人口に占める65歳以上人口の割合〕は23.7%と，室
蘭市全体の高齢化率(18.5%)より高く，高齢化が先行
している。小売業は基本的に人口に比例する産業である
だけにこのような大幅な人口減少は，室蘭市全体の小売
業に深刻な影響を与えた。そして，輪西商庖街は最も深
刻な影響を受けた。
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図-2 輪西地区の人口と新日鉄室蘭の従業員数
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三菱製鋼室蘭特殊鋼(1994年4月操業)の進出によっ
て，新日鉄の高炉1基の存続が1991年末に決定したこと
は，新しい輪西地区のスタートになった。
今後，大幅な人口減少はないが，高齢化と少子化が進
むので，人口の微減傾向は続くと予想されている。
こうした状況の中，商業者や住民の危機意識が高まっ
ていき， I輪西をより住みやすい街にするためのまちづ
くり」を住民が主体となって進めることになった。
本研究の目的は， r商業近代化計画』の『輪西地区整
備計画』から一連のワークショップを通じてまちっくり
の合意形成に至る過程にコーテaィネ タ やアドバイザ
として，深く関与した立場から，人口が激減Lた輪西地
区の再生をめざした住民参加のまちづくりの過程，内容，
特徴等を明らかにすることである。
2，輪西地区における住民参加の意義と手法
輪西地区において，住民参加によるまちづくりを進め
るにあたり，住民に対して，住民参加の意義が以下のよ
うに考えられることを説明した。
①専門家以外の幅広い意見を取り込める。
②まちの実情を住民によく理解してもらえる。
③参加自体が学習の場になる。(経験の蓄積が重要)
④まちづくりに対する責任を自覚する。(住民，行政，
専門家の役割分担の明確化〕
⑤計画段階からの参加で，事業がスム ズに進む。
輪西地区のまちっくりでは，地区分科会(商業近代化
計画の地元組織)，説明会， ヒアリング， まちづくり協
議会，タウンウオッチング，アンケ ト調査，ワー クショッ
プ，住民主体の計画づくりの手法がとられた。
3，縮小均衡型のまちづくり
将来人口が増加し，市街地の拡大が必要な都市のまち
づくりである『成長型のまちっくり』に対して， r縮小
均衡型のまちづくり」は，将来人口が減少し，市街地の
拡大が不要な都市のまちづくりの考え方として，大坂谷
が文献1で提唱したものである。即ち，将来人口が減少
する場合，市街地を拡大する必要がなく，むしろ，住民
がより快適で便利に生活できるように市街地を縮小・再
編するという考え方である。大都市や県庁所在都市とそ
の通勤圏の都市を除けば，多くの地方中小都市は， I高
齢化・少子化・人口減jに直面しており，市伊由の縮小・
再編を進めることが必要になると考えられる。
それは人口減少によって，中心市街地に空き地，空き
家，空き庖舗が発生しており，それらを活用すれば，よ
り住みやすいまちっくりが可能になるからである。
文献lは，平成6年度から8年度に日本建築学会北海
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道支部都市計画委員会(大学， コンサノレタント，北海道
職員，市町村職員で構成)における m海道の中小都市
の問題点，課題，ユニークな試み」と題する勉強会をl
年に3-4回行い，そこでの論議や成果を踏まえて，大
坂谷がまとめたものである。前述した住民参加と『縮小
均衡型のまちっくり』の関係を後述する輪西地区のまち
づくりワ クショップの参加者に説明する際に使用した
図を図 3に示す。また，文献1から， r縮小均衡型の
まちづくり」の特徴と根拠を以下のように要約して，ワー
クショップの参加者に説明した。
①コンパクトな市街地
人口が減少し，既成市街地に空き地や空き家等が発生
しているので，新たに市街地を拡大する必要はなく，コ
ンパクトな市街地形成が可能である。
②既存ストックを生かす
既成市街地に空き地，空き庖舗，空き家，集合住宅の
空き室が発生しており，立地条件が良い物件が少なくな
いことから，それらを有効に活用すべきである。
③まちなか居住の推進
高齢化の進行を踏まえ，商庖街や公共施設に歩いて行
ける「まちなか」に住めるようにすべきである。
④複合用途開発
文化施設や福祉施設と集合住宅を複合させることによ
り，利便性や利用率が向上する。
~交通結節点機能の強化
公共交通の利用者の漸減傾向を抑えるためには，駅や
パスターミナノレと公共施設の複合等による機能強化が必
要である。
⑥インフィノレ型の整備手法
既成市街地内に空き地や遊休地が散在しているので，
それらを「まちなか居住J，I複合用途開発J，I交通結節
点機能の強化Jなどの用地に活用すべきである。
ミドヒ&うらオ1レる議斤アこ;".J:jij'jf.オ，，-ー 生主主語護軍主力ロ-
商成長から低成長への転換
図-3 住民参加と縮小均衡型のまちづくりの説明
⑦連鎖的な事業の展開
一度に全ての事業を行うことは資金面からも困難な場
合が多いので，基本計画に従って，実現可能性の高い事
業から順次，着工して，連鎖的に事業を展開していくこ
とが必要である。
③積極的な住民参加
行政依存体質から脱却し，住民(商業者，地元企業を
含む)主体のまちづくりを積極的に進めることが必要で
あり，これを行政がサポ トする。
⑨まちづくりに関する情報の公開
住民参加のまちづくりを進めるためには，まちづくり
情報の公闘が不可欠である。情報公開により，住民，行
政，専門家が情報を共有することになる。
⑬空き地，空き家，空き居舗の情報提供システム
空き地，空き家，空き庖舗の存在を知っても，それら
の所有者，売買価格，賃貸条件，連絡先なとの情報が未
整備であり，情報を入手しにくいことが，既存ストック
の活用の大きな障害になっており，これらの情報提供シ
ステムを整備する必要がある。
4.商業近代化計画と輪西地区
前述したように1991年末に新日鉄の高炉の存続が決定
したことが，新しい輪西地区のスタ トとなった。
こうした状況を受けて，筆者らは， 1993年10月に新し
い商業近代化計画の策定に着手した。輪西地区の商業者
を主たるメンパ とする輪西地区分科会が組織され，地
区ヒアリング， r消費者動向調査ur同調査rj， r来
街者調査j，r経営者意識調査j，r空き地・空き居続周劃
が実施され，地区分科会は7回開催された。こうした計
画策定過程を通じて，輪西の問題点や課題が明確になる
とともに，輪西の良さが見直された。
輪西地区の小売業は，最盛期には市内第2位のシェア
を誇ったが， 1994年のシェアは 5~6%で，市内第 4 位
となった。白地区吸引率は，総合(全品目)で50%強，
最寄品で90%強，買回品で30%弱であった。近代化計画
策定時には，人口7，30日人であったが，買回品を中心に
《悪描環》
図 4 悪循環の構図
地区外流出があることから，これを考慮した購買人口は
5，000人と査定された。白地区来街率が58.5%，徒歩来
街率が49.1%とともに高く，購買人口の規模などを総合
して，近隣商庖街に位置づけられた。空き居舗や空き地
が商居街の連続性を損ねており，筆者らは，現在の路線
型の商庖街から中核施設を中心としたコンパクトな商居
街に再編する方向を打ち出し，新日鉄用地に中核施設を
建設する構想を提案した。筆者らは，図-4に示した悪
循環に陥らないことが重要であると考えた。
輪西市街地は，新日鉄の全盛期の面影を随所に残し，
かつて輪西に住んでいたり，働いていた人たちが，再び
訪れた時に「なつかしさ」や「全盛期の良き時代」を想
い起こさせる雰囲気を持っている。一方，市街地の南側
には輪西パレ 構想に基づいて，情報産業が立地してい
る。このような輪西の特徴を踏まえて，筆者らは， 1995 
年3月に労減した『室蘭地域商業近代化計画報告書』の
第3分冊『輪西地区整備計画』では， r未来に続く歴史
軸~心のふるさと輪西」をキャッチフレ ズとした。
商業近代化計画の策定中に，輪西商庖街に残っていた
表ー 1 商業近代化計画の輪西地区の整備項目
E 。首 項 目 事業主体 藍 d宿 内 山~ 
新日鉄遊休地の商業施設 個底 商梁集積施設への移転
商庖街 移転希望の個庖や行政との調整
新日鉄や閲迎会社との究渉・開箆
共同世車場盤備
行政 再開発に関わる調査・計画
公共施設@再E置の検討
多目的広繍の整備
蒋開発事業の保宙床取得
新日鉄 土地の賃貸又は売却
鎗西7条通りの商業築積形成 個庖 商業集積施設への移転
商応街 E舗集約の斡旋・紹介
施設共同化の調鐙・支盟
その他 工業系用途の地区外転出
周地提供による存置・共同化
飲食匝街の亜備 個庖 飲食庄の集約・再編
荷底街 居舗集約の斡旋・紹介
輪百7条適りの景朗盟侃 商居街 鉄を象徴するシンボルの控置
給酉7条通りの延伸整備 行 政 観光道路との連絡
社宅通りの整備 行 政 社宅通りの早期事業化
監車場の整備 商底街 給西7条通り付近の空き地を活用
-------------‘--------・・
行政 駐車場墜備の支援
駅とパス停の統合藍備 その他 共同待合室(JR、道南パス)
新日鉄社宅を賃貸住宅へ転用 商庄街 入居者確保に協力
新日鉄社宅の建替事業 新日鉄 事業課算の検討及び事業実施
ワニカード事業の促進
個庖 事業への協力、イベントへの協力
商底街 加盟庄の拡大、イベントの開催
聞客属性ーニ ズの把握 個 応 顧客情報の管理、宅配の充実
輪西縁故者の洗い出し 商居留 縁故者リスト作品、 DM発送
給西神社(前広場〉の活用 商匝街 イベントや縁日の開催
心のふるさと商庖街の毘開
個庖 顧客，-~.;z;充実、 E舗の環境美化
商居街 商居街マ γプ作成
鯨土資料館または 個庖 所蔵資料の提供
鉄鋼資料館の建設 商庖街 置料の収集、建設運動の主体
行政 公共施設整備に合わせた建設
新日鉄建設主体〈第8セクタ)
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最後の衣料品居である『丸越」が，経営上の理由から廃
業の意向が表明され，商庖街の業種構成に大きな穴が空
くという危機に陥った。商唐街の中に衣料品届がなくな
ることで，利用客の不便や商庖街の弱体化(利用客の流
出〕を避ける必要があると感じた商眉街の有志が，庖を
続けるために新会社『わに商会』を設立し，営業を継続
することになった。
1995年3月の商業近代化計画の完成を受けて， 1995年
5月以降，同計画を輪西地区の住民や地権者等に説明す
る一方，輪西商后街振興組合が同計画に基ついて「輪西
中核施設構想」の検討を進め， 1997年3月に同構想の報
告書をまとめた。さらに同年4月には，商業者(商庖街
振興組合〕と住民(連合町会)が一緒になって， r輪西
地区活性化推進協議会』が設立され，まちなみ整備検討
部会と中核商業施設部会が設けられた。こうして，商業
者と住民が一体となった輪西のまちづくりが本格化して
いった。これを室蘭市，室蘭商工会議所，筆者らがサポー
トする体制ができた。
5.輪西地区活性化推進協議会の取り絡み
「輪西をより住みやすい街にするためのまちづくり」
を住民が主体となって進めるために一連のワークショッ
プを開催した。
1 ) ワークショップI
1997年4月15日付け日本経済新聞第1面に掲載された
「町が縮む~再生へ自治の意識を問う」では，主に「人
口が激減した輪西のまちづくりの取り組み」と「縮小均
衡型のまちづくりの発想」が紹介された。
ワークショップ Iは， ["まちの健康診断~早期発見・
早期治療で生き生きしたまちづくり ~j をテーマとして
開催され， 35名が参加した。上記の日本経済新聞記事，
縮小均衡型のまちづくりの特徴(3の①から⑩の概略説
明)，輪西地区の状況〔人口の推移，小売業の状況，高
齢化の進行)を資料として配布し，説明した。早期発見
は輪西が抱える問題点をよく知ることであり，早期治療
は早めに対策を講じて手遅れにならないようにするとい
う意味である。参加者に「輪西が抱える問題の深刻さ」
表-2 ワークショップ 1，1の意見の総括
給西市街地 山の上と市街地 輪酉と地区外
①まちの骨格 -道路の未整惰 ー道路の未盤備 -室蘭新道との迎絡
(都市基盤} -公園の宋盤情 -高齢者への配慮 -パス路線の見直し
@まちの働き -商庖街の衰退 ，産業ゾン
〈都市機能〉
@暮らしやすさ -雑然とした街なみ ー坂道の危険性 -人口地加の対策
〈生活環境〉 ー緑の少なさ -企業の社宅 〈定住対策〉
ー中心部の遊休地
@公共施設 -公共施設の老朽化 教育抱設の築寝
⑤まちの宝物 ，埋もれた歴史性 ー糊見公園
〈地域質調〉 -到鉄所
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と「残された時間が余りないこと」を認識してもらうこ
と及び縮小均衡型の市街地再編の考え方の理解してもら
うことに重点、を置いた。
(2) ワ クショップE
「論西を歩こう~私たちのまち・再発見~j をテーマ
に開催された。なお，ワ クショップに先立ち，タウン
ウォッチングが行われた。
タウンウォッチングは，輪西を象徴する場所をウォッ
チングのポイントとして設定L，輪西のまちの良いとこ
ろや悪いところなどを把握した。
ワ クショップの参加者は40名，意見総数は 303件で
あった。輪西市街地(平地)，山の上(傾斜地のことだ
が，地元の人は山の上と呼ぷ)と市街地の関係，輪西と
地区外の関係に分けて出てきた意見は，表 2のように
まとめられる。
総括すれば，市街地の中心部に企業用地があり，土地
の活用度に濃淡があることが，まちとしての一体性を阻
害している。輪西商庖街は，前述したように衣料品庖を
「わに商会」が引き継いだので，業種構成が揃っている
ことや昔ながらの雰囲気を残していることが一部の参加
者に評価された。しかし，空き底舗や空き地のために路
線型商広街の連続性が損なわれ，活気がないこと，建物
の老朽化，駐車場不足等の理由で，時代遅れという評価
が多かった。道路に関する意見が最も多かった理由は，
歩道がない，見通しの悪い交差点，路上駐車の多さ，冬
季の坂道の凍結等，歩行環境に安全面で問題が多いため
である。公共交通については， JR輪西駅とバス停留場
が離れていることやパスが市街地と北側の新日鉄工場の
間にある旧国道を通るが，輪西市街地内に乗り入れてい
ないことに特に老人から不便さが指摘された。
室蘭の全盛期に建設された市民会館等の輪西にある公
共施設が老朽化に加えて，規模が大きすぎることや機能
が時代に合わないという指摘があった。
地域資源では， ["製鉄所は最大の財産」や「輪西の歴
史性」等を再発見・再評価する意見が多かった。
全体的に提案型の意見が多く，まちづくりに対する意
識あるいは関心の高さがうかがえた。
(3) ワークショッ7][
ワークショップI， Iで出た意見に基づいて作成した
輪西の将来構想を提示し， ["残された時間はわずかしか
ない」という認識に立って， ["すぐに着手しなけれなら
ないものは何か」をテーマとして開催された。参加者35
名が4グループに分かれて行われたが，共通した意見を
抽出すると， ["誰もが住みやすいまちにするための定住
拠点づくりj，["駐車場と憩いの場がある中核商業施設づ
くりj，["商庖街を含む市街地の街路整備j，["パスの乗り
:::.''i~;'l..-''一η ⑧ 
図一 5 輪西の将来構想を家にたとえて描いた図
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入れによる交通利便の改善j.I市街地の緑化の推進」に
絞り込まれた。
ワークショップEは，住民に「輪西に残された時間は
少ない」という共通認識を深めてもらい，時間と費用の
兼ね合いを説明して，限られた時間や予算を考えれば，
「あれもこれも欲しがらずに，自分たちのまちに本当に
必要なものは何かを考えてもらい，そうしたものに絞っ
て，優先的に整備していく」という考え方に立って，住
民自身が取捨選択の決断をすることが最大のねらいであっ
た。これによってエゴを防ぐという意図もあった。
(41 ワ-7ショップIV
「どうすれば若い人たちが輪西に残ってくれるのか」
を模索するために「中学生と語り合おう」をテ マに開
催され，鶴ケ丘中学校生徒35名が参加した。若い目から
見た輪西の現状に対して，大人も顔負けの建設的な意見
が多かった。また，併せて実施したアンケート調査から
は.I大人になったら，輪西に住みたくない」という回
答が大半を占め，厳しい現実が浮かび上がった。
(51 視察者ワークショップ(番外)
論西の中核施設っくりの事業手法のーっとして，パティ
オ事業が検討されており，徳島市蔵本商庖街パティオ事
業の視察を行った。 8名の視察者による番外編のワーク
ショ yプで出た意見を①取り組み姿勢，②庖鯨構成・施
設構成，③ソフト対応策，④事業手法・施設設計に分類，
整理した。その結果，パティオ事業が絶対的な手法でな
いこと，即ち，特効薬でないことが参加者に認識され，
輪西のオリジナリティの必要性が認識された。
(61 ヒアリング
1998年2月に地元の主婦の芦を聞くため，主婦のヒア
リングを行った。商庖街については. I普段の買物は輪
西で済む」と評価されている。しかし，路線型商庖街に
ある個庄はあまり利用されてなし駐車場がある「ホ
ムストアj(昔は新日鉄の購買部〕等に客が集中してい
る実態が浮かび上がった。
(7)ワ クショッ7'v
徳島視察の報告を手がかりに「くらしの広場を構想す
る」をテ マに開催され，参加者は25名であった。「く
らしの広場」の中核をなす商業施設を中心とした構想を
まとめた。出た意見を①基本的な考え方・ポリシ ，② 
利用してもらう対象層，③商業~業種構成，③商業~ソ
フト施策，⑤商業~事業化，⑥コミュニティスベ ス，
⑦備えたい施設・機能に分類，整理した。
「くらしの広場」の中核となる施設は，商業施設が中
心となるにしても，生活利便全般の向上につながる施設
にすることが重要である。また，市民会館などの既存公
共施設が老朽化し，更新時期に来ていることも考慮され
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た。単に商業施設の集客力アップのためではなく，生活
利便全般の向上につながる施設を入れた複合施設とする
ことが望ましいという結論から，複合させるべき機能や
事業化手法などが検討された。
一連のワ クショップで最も重要と考えられたものが
「くらしの広場つ、くりJであり，次いで社宅通りの未整
備による不満を受けた道路の整備が重要と考えられた。
さらには道路が未整備のために緑が少ない(社宅通りが
未整備で街路樹がなしつことやパスが輪西地区内を運行
できないことが指摘された。くらしの広場の予定地は社
宅通りに面しているから，社宅通りが整備されると，く
らしの広場にパス停の設置が可能になり，他地区との連
絡が便利になる。また，傾斜地の住民が安全にくらしの
広場に来れるようにするためにはS字道路の整備が必要
である。これらの相互関係をまとめると図 6になる。
最も重要と考えられた「くらしの広場づくり」は，
前述の「道路の整備j.不足している「駐車場の確保j.
敷地内の緑化による「緑の充実j.輪西の再生をアピ
ノレさせる「まちなみ景観整備」や「新しい顔づくりj.
②地宮外との連携強化
"西を伸ばす取り組みに不可欠
〈社宅通りの9条より東側〉
①くらしの広場づくり応不可欠
盤情晴み、l¥!怖が宕易な区聞が多い
く馨るしの広場へのアクセス道路〉
@高齢者が安全に坂を上下できる
他にも多面的な活用を期待
<S字道路+取り付"道路〉
図-6 くらしの広場と他の課題との関係
図 7 くらしの広場のコンセプ卜
中核商業施設による「商業活動の充実J.老朽化した市
民会館や図書館に代わるコミュニティ施設の建設による
「公共施設の整備」と「コミュニティの活性化」を設計
コンセプトにしており，輪西のまちづくりの起爆剤と考
えられる。これを分かりやすくすると図 7になる。
「くらしの広場」に建設される中核複合施設は，単に
商業機能の集約・再編ではなく，公共施設の再編と合わ
せたものである。即ち，老朽化した市民会館，図書館及
び輪西地区サービスセンター〔行政窓口で転出入届，住
民票交付，印鑑証明書交付等を行う)を新しいコミュニ
ティ施設に再編するものであり，同時に老朽化がひどい
ために取り壊される「連合町会会館」に代わって，コミュ
ニティ活動の拠点となる。また，建設予定地に現存して
おり，取り壊される労働会館や民間ビルに入居している
労働組合や企業の事務所及び輪西商盾街振興組合の事務
所が入居することが考えられる。初期投資や運営コスト
を削減するために，新日鉄が用地を長期に賃貸し，室蘭
市が施設を建設し，委託を受けて民聞が運営する方式が
提案された。さらには新日鉄の門前町として形成されて
きた輪西の歴史性を表現する場として，鉄鋼博物館が例
示された。以上を踏まえて，新しいコミュニティ施設の
内容をまとめると，図-8のようになる。
図-8 新しいコミュニティ施設との複合
0基本的な副業慨他 ・総合的な食科品口用品など
O閃産性の強い関:lI!...罰、医務晶.程表斜品など
商業者ができ省こと トー+一一0専門性の強い鴎渠 0・;&:1堂、書筒、舵、花むと
。地区舛からの吸引力を持つもの 飲食
0"々包サ ピス健供 仮ー興組合ザ ピスカウンタ
r一0すでに.るサ ピス来・・・版業【*.，リング紅ど)
金2震ができる ζと トー→一一0銀貨性が期待できるらの・・・賃貸住宅、ピジネスホテル
一一ー一一一一一~ LーO産業の街「愉隠Jに必要なもの 貸し~，憲新
公共ができること ト一寸一一0都市滋盤ーー 道路、公幽、タタシ乗り場の盤情
一一一一一一一" LーO公共施設・ コミュユティホール、会1値開書館の窓情
r一一 0公益施設・・.~行 (ATM) 、郵便局
書加して bらtたもひとトー十一一O医綴続問
一一一一一一一~ LーO今いる権利者 労働組合~ー ジャバン
協力Lて作Dた もの トー可ーー 0段取場
ー一一一一一一" Lー0地滋の腿史位を表現する場〈鉄鋼問物館など〉
図-9 くらしの広場をつくる主体
中核複合施設を核とする「くらしの広場」をつくる主
体は，商業施設，公共施設，用地提供(賃貸)から，商
業者，行政(室蘭市)，企業(新日鉄と関連企業等)が
中心になるので，各主体ができることを検討し，整理し
た。しかし，住民の利便性の向上を考えると，それだけ
では十分ではない。住民の要望が強かった銀行 (ATM
のみの設置も可〉や郵便局及び医療機関には，参加を要
請したいし，建設予定地に現存する権利者には，引き続
いて居てほしい。また，各主体が協力して作りたいもの
は，駐車場不足を解消するための共用駐車場であり，提
案があった輪西の歴史性を表現する鉄鋼博物館である。
これらをまとめると，図 9のようになる。
(8) 報告書作成
上述の活動の記録として，筆者らは『子孫に残したい…
輪西の将来を描く~輪西地区の活性化に向けた提言~.l
と題する報告書を作成し，輪西地区活性化推進協議会が
1998年3月に発刊した。報告書に一連のワークショップ
の意見や提案の全て(総数 780件)を収録した。
(9) 商業近代化計画との関連
商業近代化計画における輪西地区の整備項目とまちづ
くりワークショップの意見や提案との関連を表 3に示
した。商業近代化計画の整備項目は，商業者参加方式で
まとめられたものであるが，ワークショップの意見や提
案と比べて，大きな違いは見られない。また，大型庖の
新規出庖に関して起きるような商業者と住民の意見の対
立が，輪西のまちっくりでは見られなかった。そして，
大都市近郊で旧住民と新住民の問で起きるような住民間
の意見の対立も，見られなかった。
これは 4章で述べたように商業近代化計画の策定中
に唯一の総合衣料品底が消えようとした時に商業者だけ
でなく，住民の強い要望に後押しされて，輪西商庖街振
興組合の有志が出資者を募って，共同経営で存続が決定
したという事情や急激な人口減少に伴って発生した問題
に商業者と住民にかなりの共通認識(共通の危機感〕が
あったことに起因すると考えられる。商業近代化計画の
翰西地区整備計画の地元説明会を開催したり，ワ クショッ
プの前にタウンウォッチングを行ったことも，共通認識
っくりに役立つたと恩われる。輪西地区の人口は最盛期
の2万人から6千人弱に激減しただけに，ワークショッ
プの参加者(主に商業者と住民)の大部分が輪西の最盛
期と現在を知っていたことは，共通の危機感の下で何と
かしなければならないという意識を形成する下地になっ
ていたと言えよう。
商業近代化計画の輪西地区整備計画と寸車のワ クショッ
プの意見や提案の違いがあるとすれば，前者では定住対
策として，新日鉄社宅の賃貸住宅の転用と建替を盛り込
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んでいたが，後者ではこれらに加えて，さらに踏み込ん
で，傾斜地から平地(遊休地)への住み替えを可能にす
る方法を考えてほしいという要望があった。まとめ買い
をすれば，宅配してくれるにしても，住民の高齢化が進
み，傾斜地に住んでいると，買物その他で外出すること
自体がキツイという意見や冬季の路面凍結による転倒の
表-3 輪西地区の商業近代化計画の整備項目とまちづくりワークショップの対応
整 備 項 目
新日鉄遊休地の商業施設
輪西7条通り白商業集積形成
欽宣庖街白整備
輪西7量週りの景観整備
輪西7条通り由延伸控備
社宅通りの整備
駐車扇町整備
駅とバス停白統合整備
新日鉄社宅を賃貸住宅へ転用
新日鉄社宅申建替事業
ワニカード事業申促進
顧客属性・ニーズ由把握
輪西縁故者の洗い出L
輪西神社{前広場〉の活用
心のふるさと商庖街申展開
郷土資料館または
鉄鋼資料館白建設
太平洋一
トッカリショ岬
図-10 輪西地区の断面図
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事業主体
個庖
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商庖街
ーー-------
行 政
・ F骨・
新日鉄
個 f占
商庖街
そ自他
個庖
商庖街
商庖街
f 政
行 政
商庖街
ーーーー.岨--・
行 政
そ申他
商庖街
新日鉄
個 r!i
---ーーーーーー
商底街
個 応
商応街
商庖街
個庖
-ーーー・----
商底街
個庖
-・・--ーーーー
商庖街
行政-ー・ー -ー---
新日鉄
聾 備 内 { 合
商業集積施設へ白移転
移転希望白個庖や行政と白調整
新日鉄や関連会社との交渉・調霊
共同駐車場整備
ーー・ーーーーーーー -ーー ・ーー -ー.-----ーーーーー .ー
再開発に関わる調査・計画
公共施設由再配置の検討
多目的広場の整備
再開発事業白保留床取得
ーーーーーーーー -ー---ー 'ー・ー，ーーーーーーー .ーーーー
土地申賃貸又は売却
商業集積施設へ申移転
-ー--・・ーーーーーーー--------------ー・ー
底舗集約四斡旋・紹介
施設共同化町調整・支援
----.陣ーーーーーーーーーーーーー
工業系用途白地区外転出
用地提供による存置・共同化
飲童f!i申集約・再編
---ー -ー--------------------・'ー ，ー
底舗集約四斡旋・紹介
鉄を象徴するシンボルの設置
観光道路と由連絡
社宅通り白早期事業化
輪西7条通り付近白空き地を活用
ーー・ーーーーーーー 怯ー・・・・ー---ーーーーーーー----
駐車場整備白支援
共同待合室(JR、道南パス〉
入居者確保に協力
事業採算の検討及び事業実施
事業へ由協力、イペントヘ申協力
加盟底但拡大、イベント申開催
顧客情報白管理、宅配四充実
縁故者リスト作成、 DM発送
イベントや縁日目開催
顧客I-t-^ 充実、底舗申環境美化・ーーーーーーーー・ーーーーーーーーー岨 a・・ーーー-ーーー.
商底街マップ作成
所蔵置料申提供
資料白収集、建設運動由主体
公共施設整備に合わせた建設
建設主体(第aセクター〉
ワ クショ yプ由意見や提案及びその後申対応
。くらし白広場づくり
。中核商業施設づくり
。集客力白ある施設と複合させる
。銀行白ATM申設置
。古い市民会館に代わるコミュユティ施設の建設
O今後のまちづ〈り由起爆剤
Aボウリング場を残して(要望〉
b.若者にも魅力ある施設(要望〉
×空き庖舗が目立つ路線商陪街、 X商居街白衰退
×さびれて暗いイメージ→×景観上もマイナス白評価
×雑然とLたまちなみ、 O下町的な雰聞気申商底街
×品揃えが不十分な応、×閉居時間が早い庖
0鉄白まち市場は輪西らしさを感Uる
Xさびれて暗いイメ ジ、×防災上白危険性白指摘
O昔なつかLいイメ ジ、 O安くて庶民的な飲貴庖
。鉄申まちのイメージ、×緑由少なさ
。s字道路整備、×坂道由危険性(特に冬季白凍結〉
×道路未整備、×路上駐車、 O道路拡幅とパス由連行
×目立つ路上駐車-@駐車場白整備
×路上駐車や見通し申悪い交差点は歩行に危険
×駅とパス停が離れている→。駅とバス停白統合
。高齢者に1階を賃貸してほしい
。パリアフリーアパ トに建て替え、 O人口増加対策
。共同宅配サーピス
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。:提案 0:プラス評価 x マイナス評価
室蘭港一
~ 新日本製鉄室蘭製鉄所
、 日国這36号へ室蘭新道
j輪西成iコ
4品.:r::E=
危険性の指摘が，傾斜地から平地への住み替え要望のベー
スになっていると考えられる。また，ワークショップで
は，輪西地区の人口減少にもかかわらず，眼科以外の医
院が揃っていることが，高齢化が進んでいる状況下で，
住民に高く評価されていた。住み替えの要望や医療機関
の評価を考えれば，商業近代化計画の商業機能の再編か
ら，住民参加によって，商業機能を含む生活環境全体の
向上を目ざした計画に変化したと言える。
6.誰もが住みやすい輪西をめざして
輪西市街地(平地)は，三方が山(丘陵〕に固まれ，
北側に新日鉄工場がある。図 10に示すように輪酉の市
街地と新日鉄室蘭製作所の聞に蘭西(行政の中心室蘭
駅中心〕と蘭東(商業の中心 東室蘭駅中心〕を結ぶ
JR室蘭線，旧国道，新国道(高架道路〉が走っている。
新日鉄の発展とともに平地だけでは，人口を収容できな
くなり，三方の丘陵地の斜面が開発され，戸建住宅や学
校その他が張り付いた。平地は，商庖街，新日鉄関連施
設，新日鉄の社員アパートという構成になっていた。
しかし， ドノレショック以降の新日鉄の人員合理化が進
められたことから，前述したように人口がピ ク時の 2
万人から 6千人に激減した。そのため，市街地(平地〕
に新日鉄の遊休地，その他の空き地，空き家，空き庖舗
が散在している。現在の6千人を収容するのであれば，
面積も 3害Ijあればよいことになるので，平地だけで十分
に収容できる。現実には，土地の所有関係の問題がある
ので，そう単純にものごとが運ばないが，理論的には，
人口規模に合わせて，市街地を再編した方が，より住み
やすい輪西を再構築できると考えられる。徒歩圏で大半
のことを済ますこともできるので，高齢者が住みやすい
まちになる。また，傾斜地から平地に移り住めば，冬季
の坂道の凍結の危険も解消する。散在する遊休地，空き
地，空き家，空き庖舗をインフィノレ型の手法で埋めてい
表 4 縮小均衡型のまちづくりとワ クショップ
縮小均衡型のまちづくりの特徴 ワ クショ γ プの意見や提案
申コンパタ卜な市街地形成 -暮らしの広場づくり
目傾斜地の住宅から平地の住宅へ移住
由既存ストッタを生かす -新日鉄社宅を賃宜住宅に転用
@まちなか居住の推進 -傾斜地の住宅から平地の住宅へ移住
新日鉄社宅を賃貸住宅に転用
申複合用途開発 -暮らしの広場づくり
(中級商業施設+公共施設)
骨交通結節点機能の強化 -駅とバス停の統合
-パス路線の導入
@インフィル型の藍備手法 平地にある遊休地を活用
由連鎖的な事業の匝関 -暮らしの広場づ〈りを出発点に
@車極的な住民参加 -住民参加による輪西のまちづくり
@まちづ〈り情報の公開 -商業者、住民、行政、大学が情報を共有
⑪空き底舗等の情報提供 -筒底街振興組合による斡旋・紹介
けば，まちなみ景観も改善される。また，市街地の密度
が高まるので，ワ クショップで指摘された「寂れた印
象や活気に欠けるという印象」も解消される。表 4は
縮小均衡型のまちづくりの特徴とワークショップの意見
や提案の対応を示している。表 4から，誰もが住みや
すい輪西のまちづくりに「縮小均衡型のまちづくり」の
考え方が必要なことが住民に理解されたことが分かる。
ワ クショップで出された市街地再編に関係する意見
を以下に示す。
・企業が平坦地をたくさん保有している0
.企業遊休地を活用して住宅を建てる。
・まとまった企業遊休地は計画的な利用ができる0
.企業遊休地は権利関係が単純である。
・新日鉄アパートは空き室が多い。
・企業アパートの l階を老人世帯に開放してほしい。
.傾斜地に住む老人世帯が平地に移れないか。
傾斜地に住んでいる高齢者世帯等を平地の遊休地に移
住させて，その跡地は緑化して自然に戻すという提案が
受け入れられた。輪西地区に隣接する母恋地区では日本
製鋼所の合理化で不要となった傾斜地にある同社の社宅
跡地(宅地化の見込みがないため，市街化区域から市街
化調整区域に編入〕を緑化することが決定し， 1998年か
ら事業が始まっている。
輪西において企業とは新日鉄本体か同社の関連企業を
意味する。筆者らが，最初に商業近代化計画で提案し，
一連のワークショップで合意された中核商業施設は，新
日鉄遊休地に建設を予定している。新日鉄は， r現に建
物があり，青空駐車場の利用もあり，遊休地でない。」
という見解を示しているが， r地元の構想がまとまり，
事業化が決まれば，協力にやぶさかでない。」と輪西地
区活性化推進協議会との交渉の場で表明した。
筆者らは，まちづくりの専門家として， 1993年10月に
商業近代化計画の策定に着手し，輪西地区のヒアリング
以来， 1998年3月の一連のワークショップの報告書づく
り至る輪西のまちづくりに関与してきた。専門家の立場
から，その成果は以下のようにまとめられる。
a 商業者中心の商業近代化計画の整備計画から，輪西
地区j活性化推進協議会の設立と一連のワ クショッ
プを通じて，住民参加のまちづくりにつなげられた。
b.人口が1/3以下に激減し，高齢化が進行している
輪西地区では， r今がまちつ.くりがラストチャンス
で あり，残された時聞は少ない。」という共通認
識を形成することができ，危機感を持っていなかっ
た住民の 現状認識を変えることができた。
c 上記の共通認識を踏まえ，ワークショップを重ねる
ことで，きれいごとや総花的な要求ではなく， r本
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当 にすべきこと」を明かにできた。それは， Iく
らしの広場づくり」である。
d 高齢化率が高い輪西を「誰もが住みやすい輪西」に
変えるためには， Iくらしの広場っくり」が必要で
あり，それに伴って，住居の移転ゃ唐舗の集約化を
避けて通ることはできないことが確認された。
e 誰もが住みやすい輪西をめざして，表-4に示した
ように「縮小均衡型のまちづくり」の考え方や特徴
が住民に理解され，今後の進むべき方向として
「縮小均衡型の市街地再編」が合意された。
f. Iくらしの広場づくり」をはじめとする各種事業の
実現に向けて，住民意識のステップアップが住民の
くらしをステップアップさせることが確認された。
まちっくりの順序は，①くらしの広場の建設による商
業施設や生活利便施設の集約化，②くらしの広場の成功
体験及び利用による利便性向上の実感，③頃斜地から平
地への移住，④傾斜地の住宅跡地の緑化となる。
③については，平地の地価は傾斜地の地価より高く，
また，人が住まなくなる傾斜地を買う人がいるとは考え
にくい。高齢者世帯が死ぬまで平地の住宅に入居できる
ことを保証する一方，死後は傾斜地の土地を公共に寄付
してもらい，緑化していくような仕掛が必要である。
7.今後の展開
輪西地区のまちっくりの展開を表 5に示す。前章ま
では，平成9年度末に至る輪西地区のまちづくりについ
て考察してきたが，その後，平成10年度の報告書がまと
まり，また，平成1年度以降の予定が見えてきたので，
今後の展開について述べる。
中核商業施設については，平成1C年度に中核商業施設
の規模，業種構成，事業採算性，事業手法，融資制度等
が検討され， 1999年3月に基本計画が作成された。
まちなみ整備については，平成10年度にさらに5回の
ワークショップが開催され，中核商業施設以外の整備項
目や新しいコミュニティ施設の内容について，検討が重
ねられ， 1999年3月に報告書がまとめられた。
そして， 1999年6月末には，新日鉄が用地を賃貸し，
商業者が中核商業施設を建設し，室蘭市がコミュニティ
施設(老朽化した市民会館等の代替施設)を建設し，広
場と駐車場を併せて整備することが決定した。これは，
輪西地区のまちづくり活動の実績を踏まえて， 1999年4
月の統一地方選挙で再選された市長が「老朽化した市民
会館に代わる施設の建設」を公約に掲げたことや中核商
業施設の建設予定地で営業していた新日鉄関連企業の施
設が1998年秋に営業を停止したことが追風になった。
さらに中核商業施設については，平成1年度に中小企
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表 5 輪酋のまちづくりの展開
業事業団から高度化資金を受けるための審査と実施設計
が行われ，平成12年度に着工する予定である。中核商業
施設と複合するコミュニティ施設については，市長の選
挙公約を受けて，規模や所要室(行われる活動〕等の検
討をさらに重ね，平成1年度に実施設計を終え，早けれ
ば，平成12年度にも着工の予定である。
まちなみ整備部会は，平成1年度に住宅地再編の検討
を進めて，具体的な物件(集合住宅〕を選定し，平成12
年度に住み替えを一部実現させたいと考えている。
以上のように「くらしの広場」を構成する商業施設と
公共施設は，一応の目処がついた。しかし，輪西地区に
近い日鋼社宅跡地(図ー 1を参照)にショッピングセン
タ の建設が1999年5月に決定する等，厳しい商業環境
にあり，消費者である住民の支援が不可欠と言える。
また，社宅通りの拡幅整備は未定であり，その整備を
前提としたパスの運行や緑化(街路樹)など，今後，取
り組みを進めるべき課題が少なくないと言える。
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